
総　会　　　研究会員対象 12 時 30 分～（受付 12 時 10 分～）

2022 年度機関誌『里見氏研究』第２号を会員に配布予定。

里見氏研究会に講演会当日、会場で入会できます（年会費：2000 円、高校生以下 1000 円）。ただし、講演会当日の加入
者は 2023 年度会員になりますので、『里見氏研究』第２号は、実費（1000 円）で購入していただくことになります。

問い合わせ　

里見氏研究会事務局　川名 090-2649-0303

里見氏研究会ホームページ (https://satomishi-kenkyukai.net/)

参加費　　300 円（資料代等。里見氏研究会員は無料。当日入会でも無料。高校生以下、無料。
　　　　　釣銭がないようお願いします。）※予約は不要です。

アクセス　・JR 西千葉駅より　徒歩約 15 分
　　　　　・JR 西千葉駅より　千葉シティーバス　轟循環バス　千葉経済大学前下車
　　　　　・千葉都市モノレール　作草部駅　徒歩約７分
　　　　　※会場には駐車場がありません。公共交通等をご利用のうえ来場ください。

日  時　　2023 年 4 月 22 日（土）
          14 時～ 15 時 30 分（受付 13 時 30 分～）

講  師　  黒田基樹氏（駿河台大学教授）

講演内容　「古河公方足利義氏の軍事行動（仮題）」

会　場　　千葉経済大学　２号棟 101 教室

里見氏研究会
2023年度総会･記念講演会

◎足利義氏（1543 ～ 1583）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
最後の古河公方。古河公方といいながらも、北条氏との対立から古河を離れざるをえず、関東各地を転々とした。葛西城（東京都葛
飾区）に滞在していた頃、「葛西様」と尊称された。その後、関宿籠城の後、小金を経て、佐貫城（富津市）に入るなど、千葉県と
の関わりも深い。古河に入ったのは没する 13 年程前で、北条氏に保護されてのことだった。娘の氏姫が里見氏に庇護されていた小
弓公方足利義明の孫国朝・頼氏との婚姻関係を結ぶことにより、関東足利氏は喜連川氏として存続した。


